
参加者の感想

新しい世界が広がった。じっくり一
人の人生を語ってもらう時間をいた
だけたということ、とても勉強になり
ました。� （60代女性）

認知症についての理解が深まり、
日常の会話においても大いに役立
つと感じた。ワークショップでいろ
いろな人の話、感じ方を知ることが
できてよかった。
� （60代女性）

自分には書いて残すものはないと
思っていましたが、このような小さ
な栞でまとめておくのも良いかなと
思いました。� （70代女性）

エピソードを短くまとめていく積み
重ねでその人の歴史が出来上がる
と気がつきました。
� （70代男性）

講座と実習、期待をはるかに上回
る充実した学びをさせていただきま
した。立派な社会貢献などはでき
ないかもしれませんが、夫の両親、
私の母、そして私の人生をもっと味
わいたいと思いましたし、それを形
に残すことの意義も感じました。
� （女性）

認知症という名前がついてしまうと
“認知症の方 ”という一括りにしてし
まうイメージがあった。しかし実際
は、一人ひとりの個性をもった、さ
まざまな人生を歩んでこられた人間
であるという当たり前のことを教えて
いただいた。ユーモアがあり、楽し
い部分もあった。� （40代女性）

認知症の方の感じる世界とそれに
向き合う方法を教えていただいた。
在宅介護でご苦労されている方の
役に立つかもと思いました。この取
り組みがどんどん広がるといいと思
います。微力ながら協力していきた
い。
� （50代女性）

傾聴ライターとしての実践体験がで
きました。
講師のそれぞれの専門分野をきくこ
とで、漠然としていたものが理解で
き、施設への２回の実習で活かせ
ました。非常に喜んでもらえました。
� （70代・男性）

自分の話したことが文章と写真とい
う形になって残るというのはご本人
にとってもご家族にとっても嬉しいこ
とだと思います。大変充実していま
した。受講生の方々とのつながりが
続くような今後の取り組みを期待し
ます。
� （50代女性）

16



特定非営利活動法人むすびでは、平成 28 年 1 月 12 日から、3 月 25 日までの 8 日間、

計 10 講座と実習で構成した「傾聴ライター講座」を開催し、26 名が受講しました。

認知症や取材について学び、実際に話を聴いて、「おもいで栞」を作りました

施設の様子を垣間見ることができ
た。高齢になってもしっかりした方
なので、こちらの気持ちが引き締
まった。
� （70代男性）

聴くことの重要性を改めて感じまし
た。人間は自分が話す言葉で自分
を見つけていく生き物だと思ってい
ますが、聴く人がいてこそ話せるわ
けで、コミュニケーションをとる機会
の少なくなった認知症の方の話（こ
とば）を聴き取る意味についていろ
いろ考える時間になりました。
� （50代女性）

担当した方はとても話し好きな方で
した。自分のことを聴いて欲しい、
自分の生きてきた歴史を知ってほ
しいという方々が多分たくさんい
らっしゃるであろうと改めて実感し
ました。� （女性）

これまで認知症の知識・理解がまっ
たくなかった。耳に入ってきたのは、
介護する人の大変さばかりだった。
しかし、認知症の方ご自身もまわり
の理解を得られずにストレスを抱え
ていることなどがわかってよかった。
� （40代女性）

いつもと違った家族の会話が生まれ
るといいなと思います。
� （50代女性）

自分の生き方の参考になりまし
た。� （70代男性）

認知症の方が語る思い出を聴いて
形にすることによって、ご本人だけ
でなく周りの人（家族・介護者）に
も新しい発見、気づきがあると感じ
ました。
� （60代女性）

認知症の方の思いを客観的に伝え
ることで人と人のつながりにもなる。
� （女性）

有給休暇を利用して出席しました。
大変良い貴重な体験をしました。
� （60代女性）

私が話を聴いた方は、恥ずかしが
り屋さんで話は弾みませんでした。
1回目は話題を探して折り紙の話な
どをしました。2回目は前回よりよ
く笑ってくれました。自分の話をしっ
かり聞いてくれる人にはしゃべるけ
どそうでない人とは話したくないと
きっぱり言われました。
� （60代女性）
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